
十
七
世
紀
山
科
の
住
人
高
山
八
右
衛
門
と
高
山
市
郎
左
衛
門
に
つ
い
て

尾　

下　

成　

敏

は
じ
め
に

　

弓
術
の
流
派
の
な
か
に
「
山
科
派
」
と
呼
ば
れ
る
流
派
が
存
在
す
る
。
織
豊
政

権
期
お
よ
び
徳
川
政
権
初
期
に
活
動
し
た
山
科
の
住
人
片
岡
家
次（
平
右
衛
門
）を

祖
と
す
る
同
派
は
、
吉
田
流
弓
術
の
流
れ
を
く
む
と
言
わ
れ
、
山
科
を
拠
点
に
元

禄（
一
六
八
八
―
一
七
〇
四
）の
頃
ま
で
に
名
弓
術
家
を
輩
出
し
、
弟
子
も
数
多
の
数

に
の
ぼ
っ
た
と
さ
れ
る（（
（

。

　

こ
の
山
科
派
に
属
し
て
い
た
の
が
高
山
八
右
衛
門
で
あ
る
。
享
保
元
年（
一
七

一
六
）版
行
の
日
夏
繁
高（
弥
助
）著
「
本
朝
武
芸
小
伝
」
に
拠
れ
ば
、
彼
は
片
岡
家

延（
平
右
衛
門
）の
弟
子
で
、
山
科
派
の
祖
家
次
の
孫
弟
子
に
当
た
る（（
（

。
山
科
で
弓

術
の
稽
古
を
積
ん
だ
八
右
衛
門
は
、
出
羽
庄
内
藩
主
酒
井
忠
勝
に
仕
え
、
徳
川
政

権
初
期
の
寛
永
年
間（
一
六
二
四
―
四
四
）、
京
都
三
十
三
間
堂
の
通
し
矢
の
記
録

を
三
度
更
新
し
た
名
弓
術
家
で
あ
っ
た
。
最
初
の
記
録
更
新
は
寛
永
十
一
年
四
月

二
十
四
日（
総
矢
数
五
三
二
〇
本
の
内
、
通
し
矢
は
三
一
五
一
本
）。
二
度
目
の
記
録
更

新
は
同
十
四
年
三
月
二
十
四
日（
総
矢
数
七
六
二
六
本
の
内
、
通
し
矢
は
五
一
九
七
本
）、

三
度
目
の
記
録
更
新
は
同
十
六
年
五
月
十
七
日（
総
矢
数
八
八
〇
四
本
の
内
、
通
し
矢

は
六
一
五
四
本
）と
伝
え
ら
れ
て
い
る（（
（

。

　

こ
の
小
文
の
目
的
の
一
つ
は
、
八
右
衛
門
と
そ
の
子
息
で
弓
術
の
指
南
を
行
っ

た
高
山
市
郎
左
衛
門
に
関
す
る
史
料
を
紹
介
し
な
が
ら
、
十
七
世
紀
を
生
き
た
こ

の
両
人
と
山
科
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

後
回
し
に
な
っ
た
が
、
こ
の
小
文
の
執
筆
動
機
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
徳
川
政

権
期
の
弓
術
の
世
界
の
な
か
で
八
右
衛
門
は
決
し
て
無
名
の
存
在
で
は
な
い
。
ま

た
「
山
科
派
」
と
呼
ば
れ
る
流
派
に
属
す
る
以
上
、
彼
や
そ
の
子
市
郎
左
衛
門
が

山
科
の
地
が
無
縁
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
不

明
な
点
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
当
該
期
の
山
科
の
通
史
を
叙
述
し
た

村
田
路
人
の
仕
事（（
（

に
お
い
て
も
、
あ
る
い
は
古
代
か
ら
近
現
代
ま
で
の
山
科
の
通

史
を
叙
述
し
た
佐
貫
伍
一
郎
の
仕
事（（
（

に
お
い
て
も
、
八
右
衛
門
や
市
郎
右
衛
門
に

関
す
る
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
呈
し
て
い
る
の
は
、
両
人
に

関
す
る
史
料
の
発
掘
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
だ
と
す
れ
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ば
、
ま
ず
は
高
山
父
子
に
関
す
る
史
料
の
発
掘
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
本
学
の
歴
史
学
科
で
は
、
寄
託
史
料
「
比
留
田
家
文
書
」（
以
下
「
比

留
田
」
と
略
称
）の
簡
略
な
整
理
作
業
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
最
中
、
運
良
く
、

八
右
衛
門
・
市
郎
左
衛
門
父
子
に
関
わ
る
史
料
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ

で
、
こ
の
小
文
で
は
、
両
人
に
関
わ
る
史
料
の
紹
介
を
目
的
の
一
つ
に
据
え
る
こ

と
に
し
た
。
話
を
少
し
先
取
り
し
て
言
え
ば
、「
比
留
田
」
に
含
ま
れ
る
父
子
の

関
係
史
料
は
、
彼
ら
と
山
科
と
の
関
わ
り
が
明
ら
か
に
な
る
と
予
想
で
き
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
比
留
田
」
に
含
ま
れ
る
史
料
を
も
と
に
、
八
右
衛
門
・
市

郎
左
衛
門
父
子
と
山
科
と
の
関
わ
り
を
一
定
度
明
ら
か
に
し
、
近
世
山
科
の
郷
士

層
に
関
す
る
事
例
を
蓄
積
す
る
こ
と
を
、
こ
の
小
文
の
今
一
つ
の
目
的
に
据
え
た
。

一　

八
右
衛
門
・
市
郎
左
衛
門
の
弓
術
家
と
し
て
の
事
蹟

　

最
初
に
八
右
衛
門
・
市
郎
左
衛
門
父
子
の
弓
術
家
と
し
て
の
事
蹟
を
述
べ
る
。

「
年
代
矢
数
帳
」（
以
下
「
矢
数
帳
」
と
略
称（
（
（

）に
拠
れ
ば
、
八
右
衛
門
が
京
都
三
十

三
間
堂
の
通
し
矢
に
初
め
て
挑
む
の
は
、
寛
永
六
年（
一
六
二
九
）三
月
晦
日
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
時
は
、
総
矢
数
三
二
〇
〇
本
の
内
、
通
し
矢
は
一
二
六
六
本
で

あ
っ
た
。
二
度
目
に
挑
む
の
が
翌
七
年
四
月
十
九
日
で
あ
る
。
こ
の
時
は
、
総
矢

数
三
〇
一
三
本
の
内
、
通
し
矢
は
一
〇
八
八
本
で
あ
っ
た
。
三
度
目
の
挑
戦
は
寛

永
八
年
三
月
二
十
七
日
で
あ
る
。
総
矢
数
は
四
一
一
四
本
、
う
ち
通
し
矢
は
二
〇

二
五
本
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
年
に
は
酒
井
忠
勝
に
仕
え
て
お
り
、「
矢
数

帳
」
は
、
寛
永
八
年
三
月
時
点
の
八
右
衛
門
に
つ
い
て
「
酒
井
宮（
内
忠
　
勝少　）（

筆
者
註
―

宮
内
大
輔
の
誤
り
）殿
内
」
と
記
す（（
（

。

　

四
度
目
の
挑
戦
が
寛
永
十
一
年
四
月
二
十
四
日
で
あ
る
。
初
め
て
通
し
矢
の
記

録
を
更
新
し
た
の
が
こ
の
時
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
五
度
目
に
挑
ん
だ
同
十
四
年
三

月
二
十
四
日
、
六
度
目
に
挑
ん
だ
同
十
六
年
五
月
十
七
日
に
も
記
録
を
更
新
し
て

い
る
。
そ
の
数
字
に
つ
い
て
は
さ
き
に
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
に
は
記
さ
な
い
。

　

八
右
衛
門
の
弟
子
で
京
都
三
十
三
間
堂
の
通
し
矢
に
挑
戦
し
た
弓
術
家
と
し
て

は
、
寛
永
十
六
年
五
月
二
十
二
日
に
挑
ん
だ
柴
田
外
記（（
（

、
明
暦
四
年（
一
六
五
八
）

五
月
十
二
日
に
挑
ん
だ
「
観
音
寺
殿
」
の
家
臣
菜
生
勘
兵
衛
、
寛
文
十
一
年
五
月

二
日
に
挑
ん
だ
越
前
の
常
世
源
五
郎
が
い
る
。
ま
た
弟
子
の
な
か
に
は
武
蔵
浅
草

の
三
十
三
間
堂
の
通
し
矢
に
挑
ん
だ
柴
田
弥
一
左
衛
門（
若
狭
小
浜
藩
主
酒
井
忠
直

の
家
臣
）も
い
る
。
弥
一
左
衛
門
は
慶
安
五
年（
一
六
五
二
）三
月
二
十
三
日
、
万
治

四
年（
一
六
六
一
）四
月
一
日
、
同
月
二
十
三
日
の
三
度
に
わ
た
り
通
し
矢
に
挑
戦

し
た
。

　

「
比
留
田
」
の
な
か
の
八
右
衛
門
関
係
史
料
を
紹
介
し
よ
う
。

　

史
料
１（（
（

  

「（
箱
上
書
）

出
羽
国
庄
内
御
知
行
拾
四
万
七
千
七
百
石

　
　

酒
井
宮（
内忠　
　
勝太輔　）様　

御
知
行
、
拾
四
万
七
千
七
百
石

　
　

酒
井
宮
内
太
輔
様

　
　
　

御
墨
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
山
八
右
衛
門
秀
信
頂
戴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
山
八
右
衛
門
秀
信
頂
戴
之　

」

　
　

高
合
千
石
之
事
、
令
扶
助
之
訖
、
全
可
令
所
務
者
也
、
仍
如
件
、

　
　
　

寛
永
十
六
年
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八
月
朔
日　

忠（酒
勝井）（
黒
印
・
印
文
「
忠
勝
」）　

　
　
　
　
　
　
　

高
山
八
右
衛
門
と
の
へ

　

八
右
衛
門
が
主
君
忠
勝
か
ら
頂
戴
し
た
領
知
宛
行
状
で
あ
り
、
箱
の
上
書
か
ら

は
八
右
衛
門
の
実
名
が
秀
信
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
史
料
1
か
ら
は
、
寛
永

十
六
年
八
月
以
降
の
彼
が
出
羽
庄
内
の
酒
井
家
で
千
石
の
知
行
を
与
え
ら
れ
て
い

た
事
実
が
判
明
す
る
。
注
目
す
る
べ
き
は
、
領
知
宛
行
状
の
日
付
が
、
八
右
衛
門

が
京
都
三
十
三
間
堂
の
通
し
矢
の
記
録
を
更
新
し
た
時（
寛
永
十
六
年
五
月
十
七
日
）

か
ら
約
二
ヶ
月
半
後
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
通
し
矢
の
記
録
を
更
新
し
た
こ
と
が

こ
の
時
の
領
知
宛
行
状
発
給
に
結
び
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

忠
勝
期
の
庄
内
藩
の
分
限
帳
と
し
て
は
「
庄
内
酒
井
侯
藩
中
分
限
帳
」
が
あ
る
。

忠
勝
期
の
ど
の
時
点
を
記
録
し
た
も
の
か
は
不
明
だ
が
、
こ
の
分
限
帳
に
拠
れ
ば
、

八
右
衛
門
は
「
無
役
衆
」
と
呼
ば
れ
る
存
在
で
知
行
高
は
九
百
石
で
あ
る（（1
（

。「
無

役
衆
」
と
い
う
語
に
留
意
す
る
な
ら
、
彼
が
藩
の
な
か
で
何
ら
か
の
役
目
に
就
い

て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
寛
永
十
六
年
八
月
の
領
知
宛
行
状
発
給
段
階
よ
り

も
知
行
高
が
百
石
少
な
い
点
と
い
う
点
に
留
意
す
れ
ば
、
こ
の
年
八
月
の
宛
行
状

発
給
に
よ
り
、
八
右
衛
門
は
加
増
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ぎ
に
市
郎
左
衛
門
に
つ
い
て
見
る
。「
比
留
田
」
の
な
か
に
、
元
禄
四
年（
一

六
九
一
）の
帯
刀
改
の
際
に
作
成
さ
れ
た
「
浪
人
刀
指
御
改
村
々
差
上
ヶ
申
一
札

帳
并
浪
人
刀
指
有
之
村
々
差
上
ヶ
申
一
札
帳（（1
（

」
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
な
か
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　

史
料
2

一 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高

同
郷
之
内
上
花
山
村
住
居

山
市
郎
左
衛
門

此
仁
ハ
弓
之
指
南
仕
、
当
村
ニ
罷
有
候
、
親
父〃
八
右
衛
門
と
申
仁
、
酒
井

宮
内
正
（
マ
マ
）様

浪
人
ニ
而
先
年
相
果
候
、　　

一 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺

同
郷
同
村
住
居
本
与
八
郎

此
仁
浅
野
式
部
少
輔
様
御
家
来
寺
本
八
左
衛
門
世
忰
、
弓
為
執
行
当
村
ニ

罷
有
候
、

　

右
の
記
載
か
ら
、
元
禄
四
年
段
階
で
市
郎
左
衛
門
が
上
花
山
村
に
居
住
し
弓
術

の
指
南
を
行
っ
て
い
た
点
が
判
明
す
る
。
か
か
る
事
実
か
ら
、
市
郎
左
衛
門
も
弓

術
に
秀
で
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
史
料
の
名
称
「
浪
人
刀
指
御
改
村
々

差
上
ヶ
申
一
札
帳
并
浪
人
刀
指
有
之
村
々
差
上
ヶ
申
一
札
帳
」
に
今
一
度
目
を
向

け
る
な
ら
、
市
郎
左
衛
門
は
主
君
を
持
た
な
い
浪
人
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
よ
う
。

　

「
酒
井
宮
内
」
に
仕
え
た
八
右
衛
門
が
浪
人
と
な
り
「
先
年
相
果
」
と
の
記
述

に
も
注
目
し
た
い
。
ま
ず
「
酒
井
宮
内
」
で
あ
る
が
、
元
禄
四
年
以
前
に
酒
井
名

字
を
名
乗
っ
た
大
名
の
う
ち
で
「
宮
内
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
忠
勝
と
家
次（
忠

勝
の
父
）の
二
人
で
あ
る
。
家
次
は
元
和
四
年（
一
六
一
八
）三
月
に
、
忠
勝
は
正
保

四
年（
一
六
四
七
）十
月
に
死
去
し
た（（1
（

。
と
な
れ
ば
、
八
右
衛
門
が
酒
井
家
を
去
っ

て
浪
人
と
な
る
の
は
、
忠
勝
の
死
去
以
前
つ
ま
り
は
正
保
四
年
十
月
以
前
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
帯
刀
改
が
行
わ
れ
る
元
禄
四
年
よ
り
も
前
、
す
な
わ
ち
元
禄
三
年
以

前
に
彼
は
死
去
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、「
親
」
と
い
う
文
字
か
ら
、
八
右

衛
門
と
市
郎
左
衛
門
が
父
子
の
間
柄
で
あ
る
こ
と
が
明
白
と
な
る
。

　

市
郎
左
衛
門
の
弟
子
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
こ
う
。
彼
ら
は
京
都
三
十
三
間
堂

の
通
し
矢
に
挑
戦
し
て
い
る
。
万
治
二
年
四
月
十
一
日
に
挑
ん
だ
松
平
光
重（
美

濃
加
納
藩
主
）の
家
臣
秋
田
藤
太
夫
、
万
治
三
年
四
月
十
六
日
に
挑
ん
だ
越
前
の
久

野
彦
三
郎
、
貞
享
四
年（
一
六
八
七
）五
月
二
十
五
日
に
挑
ん
だ
寺
本
与
八
郎
で
あ
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る
。
付
言
す
る
と
、
史
料
2
か
ら
は
、
寺
本
も
師
の
市
郎
左
衛
門
と
同
じ
く
上
花

山
村
に
居
住
し
て
い
た
事
実
が
浮
か
び
上
が
ろ
う
。

　

最
後
に
八
右
衛
門
と
市
郎
左
衛
門
の
活
動
時
期
を
述
べ
て
お
く
。
八
右
衛
門
に

つ
い
て
は
、
彼
が
京
都
三
十
三
間
堂
の
通
し
矢
に
初
め
て
挑
む
時
期
や
、
慶
安
三

年
に
生
存
し
て
い
た
点（
後
述
）か
ら
推
し
て
、
少
な
く
と
も
一
六
二
〇
年
代
か
ら

五
〇
年
代
が
活
動
時
期
と
判
断
で
き
よ
う
。
市
郎
左
衛
門
に
つ
い
て
は
、
弟
子
の

秋
田
藤
太
夫
が
通
し
矢
に
挑
む
時
期
や
、
市
郎
左
衛
門
が
元
禄
四
年
に
生
存
し
て

い
た
点
か
ら
見
て
、
少
な
く
と
も
一
六
五
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
が
活
動
時
期
と

見
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
述
べ
た
お
も
な
点
を
ま
と
め
て
お
く
。（
1
）八
右
衛
門
の
活
動
時
期
は
、

少
な
く
と
も
一
六
二
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
の
間
、
市
郎
左
衛
門
の
活
動
時
期
は
、

少
な
く
と
も
一
六
五
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
の
間
と
見
ら
れ
る
。（
2
）出
羽
庄
内

藩
主
の
酒
井
家
に
仕
え
千
石
の
知
行
を
得
た
八
右
衛
門
だ
が
、
正
保
四
年
以
前
に

同
家
を
去
っ
て
浪
人
の
身
と
な
り
元
禄
三
年
以
前
に
死
去
し
た
。
市
郎
左
衛
門
は

上
花
山
村
に
居
を
構
え
る
浪
人
で
あ
っ
た
。（
3
）京
都
三
十
三
間
堂
の
通
し
矢
の

記
録
を
更
新
し
た
八
右
衛
門
も
、
そ
の
子
息
市
郎
左
衛
門
も
弓
術
家
の
育
成
を

担
っ
て
い
た
。

二　

高
山
父
子
と
川
那
部（
川
那
辺
）父
子

　

史
料
の
紹
介
を
行
い
な
が
ら
、
八
右
衛
門
・
市
郎
左
衛
門
父
子
と
山
科
と
の
関

わ
り
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。
順
序
は
逆
に
な
る
が
、「
比
留
田
」
の
な
か
の
市

郎
左
衛
門
関
係
史
料
を
取
り
あ
げ
る
。

　

史
料
３（（1
（

①
山
科
御
寺
領

　

米
、
両
度
ニ
拾
八
石
□
（
壱
）斗

、
慥
□
請
取
申
候
也
、

　
　

万
治
弐
年

　
　
　
亥
極
月
十
日　

横
田
帯（長
仍
）刀（

花
押
）

　
　
　
　

高
山
市
郎
左
衛
門
殿

　
②
山
科
御
寺
領

　

米
、
合
拾
八
石
壱
斗
、
両
度
ニ
上
り
候
、

　
　
　
　
　

但
戌
霜
月
十
六
日
ニ
拾
石

　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
十
六
日
ニ
八
石
壱
斗

　
　

右
、
米
両
度
ニ
請
取
申
候
也
、

　
　

万
治
元
年　
　
　
　

上
田
織
部

　
　
　
戌
十
二
月
十
六
日　
　
　
正
信（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
田
帯
刀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
仍（
花
押
）

　
　
　
　

高
山
市
郎
左
衛
門
殿

③
山
科
御
寺
領

　

米
、
合
拾
八
石
壱
斗
慥
ニ
請
取
申
候
、

　
　
　
　

但
此
内
拾
石
ハ
霜
月
十
九
日
ニ
上
ル
也
、

　
　

明
暦
三
年　
　
　
　

　
　
　
酉
ノ　
　
　
　
　

上
田
織（正
信
）部（

花
押
）
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極
月
十
一
日　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
田
帯
刀（
花
押
）

　
　
　
　

高
山
市
郎
左
衛
門
殿

④
山
科
御
寺
領
、
米
両
度
分
、

　

拾
八
石
壱
斗
慥
ニ
請
取
申
候
也
、

　
　

明
暦
弐
年　
　
　
　

　
　
　
　

霜
月
十
八
日　

横
田
帯
刀（
花
押
）

　
　
　
　

高
山
市
郎
左
衛
門
殿

⑤
山
科
従
先
規
之
御
寺
領

　

米
、
合
拾
八
石
壱
斗
慥
ニ
請
取
申
候
也
、

　
　

明
暦
元
年

　
　
　
未
霜
月
十
二
日　

横
田
帯
刀（
花
押
）

　
　
　
　

川
那
辺
市
郎
左
衛
門
殿

　

明
暦
元
年（
一
六
五
五
）か
ら
万
治
二
年（
一
六
五
九
）ま
で
の
米
の
請
取
状
で
あ
る
。

合
計
し
て
五
通
あ
り
、
年
代
の
新
し
い
ほ
う
か
ら
順
番
に
貼
り
継
が
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
差
出
人
に
つ
い
て
述
べ
る
。
横
田
帯
刀（
長
仍
）・
上
田
織
部（
正
信
）の

両
名
は
西
本
願
寺
の
寺
侍
、
言
い
換
え
る
と
、
本
願
寺
門
主
を
務
め
た
准
如
の
系

統
に
仕
え
る
寺
侍
で
あ
る
が（（1
（

、
こ
の
事
実
や
米
を
請
取
っ
た
点
を
踏
ま
え
る
と
、

①
～
④
の
「
山
科
御
寺
領
」、
⑤
の
「
山
科
従
先
規
之
御
寺
領
」
は
、
山
科
の
西

本
願
寺
領
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

話
は
本
筋
か
ら
少
し
そ
れ
る
。
徳
川
政
権
期
の
山
科
の
西
野
村
に
は
西
本
願
寺

領
が
存
在
し
た
。「
比
留
田
」
の
な
か
に
「
山
城
国
宇
治
郡
山
科
郷
毎
年
免
割

帳
」
の
表
題
を
も
つ
帳
簿
が
存
在
す
る
。
こ
の
帳
簿
は
元
和
五
年（
一
六
一
九
）か

ら
寛
永
八
年（
一
六
三
一
）ま
で
の
山
科
郷
の
村
々
が
納
入
し
た
年
貢
に
つ
い
て
記

す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
高
七
百
三
石
二
斗
六
升　

此
内
四
拾
石
ハ
本
願

寺
遣
ス
」
と
あ
り（（1
（

、
西
野
村
の
内
に
高
四
〇
石
の
西
本
願
寺
領
が
存
在
し
た
こ
と

を
示
す
。
か
か
る
事
実
は
、
享
和
三
年（
一
八
〇
三
）三
月
作
成
の
「
山
科
郷
高
附

并
地
頭
訳
帳
」
か
ら
も
う
か
が
え
、
こ
の
帳
簿
の
西
野
村
に
関
す
る
記
載
の
な
か

に
は
「
四
拾
石　

西
本
願
寺
御
領
弁
高
」
と
記
さ
れ
て
い
る（（1
（

。
付
言
す
る
と
、
西

野
村
の
こ
の
寺
領
は
、
准
如
以
降
の
門
主
と
徳
川
政
権
の
間
で
は
、
高
二
〇
石
の

所
領
と
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
こ
と
は
、
寛
文
五
年（
一
六
六
五
）七
月
十
一

日
付
で
将
軍
徳
川
家
綱
が
西
本
願
寺
の
門
主
寂
如
へ
出
し
た
領
知
朱
印
状
の
写
の

な
か
に
「
当
寺
領
、
山
城
国
宇
治
郡
山
科
郷
之
内
弐
拾
石
、（
中
略
）合
三
百
石
事
、

任
元
和
元
年
七
月
廿
七
日
、
同
三
年
七
月
廿
一
日
、
寛
永
十
三
年
十
一
月
九
日
先

判
之
旨
、
全
収
納
永
不
可
有
相
違
」
と
あ
る
点（（1
（

か
ら
う
か
が
え
よ
う
。

　

行
論
の
都
合
上
、
西
野
村
の
西
本
願
寺
領
に
つ
い
て
今
少
し
述
べ
て
お
く
。
西

野
村
に
は
山
科
寺
内
町
の
旧
地
が
あ
り
、
こ
の
地
が
本
願
寺
あ
る
い
は
西
本
願
寺

へ
与
え
ら
れ
た
が
、
徳
川
政
権
期
に
入
る
と
、
そ
の
旧
地
を
め
ぐ
っ
て
西
本
願
寺

と
東
本
願
寺
、
す
な
わ
ち
准
如
の
系
統
と
そ
の
兄
教
如
の
系
統
の
間
で
相
論
が
お

こ
り
、
寺
内
町
旧
地
は
論
所
と
し
て
両
本
願
寺
が
互
い
に
牽
制
し
あ
う
場
と
な
っ

て
い
る（（1
（

。
な
お
、「
山
科
別
院
濫
觴
並
ニ
歴
世
沿
革
記
」（
以
下
「
沿
革
記
」
と
略
称
）

の
記
述
に
拠
れ
ば
、
十
七
世
紀
頃
の
寺
内
町
の
旧
地
は
田
畠
で
は
な
く
芝
地
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
西
野
村
の
百
姓
ら
が
そ
の
大
部
分
を
共
同
で
借
地
す
る
代
わ
り

に
、
毎
年
地
子
米
二
〇
石
を
西
本
願
寺
へ
納
入
し
て
い
た（（1
（

。

十七世紀山科の住人高山八右衛門と高山市郎左衛門について
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話
を
も
と
に
戻
す
。
①
～
④
の
宛
名
書
に
は
「
高
山
市
郎
左
衛
門
殿
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
人
物
だ
が
、
名
字
・
通
称
が
同
じ
点
や
、
こ
の
小
文
で
取
り
あ

げ
る
市
郎
左
衛
門
の
居
住
地
が
山
科
の
上
花
山
村
で
あ
っ
た
点
か
ら
判
断
し
て
、

高
山
市
郎
左
衛
門
そ
の
人
の
こ
と
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。
か
か
る
理
解
が
正
し

け
れ
ば
、
明
暦
・
万
治
の
頃
の
市
郎
左
衛
門
は
、
西
野
村
の
西
本
願
寺
領
か
ら
同

寺
へ
の
地
子
米
の
上
納
を
担
っ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
山

科
寺
内
町
旧
地
に
賦
課
さ
れ
た
地
子
米
を
彼
が
百
姓
た
ち
か
ら
徴
収
し
、
西
本
願

寺
へ
そ
れ
ら
を
納
入
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う（（2
（

。

　

⑤
す
な
わ
ち
明
暦
元
年
の
地
子
米
の
請
取
状
に
見
え
る
「
川
那
辺
市
郎
左
衛
門

殿
」
に
注
目
す
る
。
同
二
年
以
降
の
地
子
米
の
請
取
状
の
宛
所
が
高
山
市
郎
左
衛

門
で
あ
る
こ
と
や
、
通
称
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
見
て
、
高
山
市
郎
左
衛
門
と
川

那
辺
市
郎
左
衛
門
は
同
一
人
物
と
の
予
想
が
生
じ
る
が
、
そ
れ
は
正
し
い
理
解
で

あ
ろ
う
か
。
他
の
史
料
に
目
を
向
け
よ
う
。

　

史
料
４（（2
（

　

高
山
由
緒

　
　
　

本
国
飛
騨
之
高
山

一 

先
祖　
　

川
那
部
伊
賀
守
秀
家

此
者
、
織
田
信
長
公
御
家
老
金
森
法（長
近
）印御

家
老
役
相
勤
、
知
行
千
六
百
石
下

シ
被
置
候
、
金
森
家
〓
（
拶
ヵ
）而

後
、
山
科
郷
西
野
村
ニ
住
居
ス
、

一 

妻

　
　

此
親
、
日
置
出
雲
守
次
男
下
山
斎
宮
息
女
、

一 

嫡
子　
　

川
那
部
勘
解
由
秀
直

　
　

此
者
代
ニ
山
科
郷
ニ
住
居
申
候
、

但
シ
秀（羽
吉柴）公
尾
張
御
戦
場
之
時
、
山
科
郷
中
せ
被
相
頼
、
御
見
舞
ニ
参
候
道

中
せ
病
気
ニ
て
病
死
ス
、

一 

妻

　
　

此
親
、
加
賀
末
光
泉
寺
息
女

　
　

前
田
加
賀
守
殿
ニ
八
千
石
ニ
而
相
勤
有
リ
、

一 

嫡
子　
　

川
那
部
長
三
郎

　
　

此
者
義
、
板
倉
伊（
賀
勝
　
重守）殿

ニ
知
行
弐
百
石
ニ
而
相
勤
、
取
次
役
相
勤
罷
有
候
、

一 

嫡
子　
　

川
那
部
八
右
衛
門
秀
信

　
　
ａ此

者
義
、
弓
矢
数
惣
一
、
弐
度
仕
候
、

ｂ酒
井
宮（

内忠
　
　
勝少輔）殿

ニ
知
行
千
石
ニ
而
相
勤
候
、
尤
山
科
西
野
村
ニ
家
□
有
リ
、

此
藤
（
時
ヵ
）せ

高
山
と
名
改
申
候
、

一 

妻

　
　

此
親
、
伴
野
八
弥
息
女

　
　

前
田
加
賀
守
殿
ニ
番
頭
相
勤
有
、
Ｃ只

今
ニ
而
松
平
加
賀
守
殿
事
、

一 

ｄ嫡
子　
　

高
山
市
郎
左
衛
門
秀ヒ
テ

徳ノ
リ

一 

妻

　
　

此
親
、
伴
野
八
弥
息
女
、
尤
後
病
死
ス
、

一 
嫡
子　
　

高
山
右
衛
門

一 
次
男　
　

同
武
兵
衛
秀
重

　
　

右
両
人
ハ
前
妻
之
子

一 

三
男　
　

同
弥
内

（26）189



一 
四
男　
　

同
定
三
郎

平兵
衛種事秀

一 
五
男　
　

同
平
七
秀
治

一 

女
子
弐
人　

か
ね

　
　
　
　
　
　

し
ん

　
　

右
五
人
ハ

　
　

後
妻
、
山
科
郷
惣
頭
比
留
田
喜
兵
衛
姉
也
、
後
病
死
ス
、
自
貞
名
改
ス
、

　
　
　
　
　
　
　
　

川
辺
武
右
衛
門

一 

八
右
衛
門
家
老　

秋
田
藤
太
夫

　
　
　
　
　
　
　
　

沢
野
六
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
左
京

　

史
料
4
は
「
比
留
田
」
の
な
か
の
高
山
家
の
由
緒
書
で
あ
る
。
作
成
年
代
は
特

定
で
き
な
い
が
、
傍
線
部
ｃ
の
「
松
平
加
賀
守
」
が
、
加
賀
金
沢
の
前
田
家
の
当

主
を
指
す
こ
と（（2
（

、
傍
線
部
ｃ
に
「
只
今
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な

ら
、
前
田
家
の
当
主
が
「
松
平
加
賀
守
」
を
名
乗
っ
た
江
戸
時
代
の
作
成
と
見
て

誤
り
は
な
か
ろ
う
。

　

最
初
に
目
に
入
る
の
は
、
高
山
市
郎
左
衛
門
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
実
名
が

秀
徳
で
あ
る
こ
と
等
が
知
ら
れ
よ
う
。

　

つ
ぎ
に
川
那
部
八
右
衛
門（
秀
信
）に
関
す
る
記
述
に
目
を
移
す
と
、
通
称
お
よ

び
実
名
や
、
酒
井
家
に
お
い
て
千
石
を
与
え
ら
れ
た
と
記
す
点
、
市
郎
左
衛
門
を

彼
の
「
嫡
子
」
す
な
わ
ち
子
息
と
す
る
点
が
、
高
山
八
右
衛
門
と
一
致
す
る
こ
と

に
気
づ
く
。
ほ
か
「
弓
矢
数
惣
一
」
が
京
都
三
十
三
間
堂
の
通
し
矢
の
記
録
更
新

を
指
す
と
見
る
な
ら
、
二
度
の
記
録
更
新
か
三
度
の
記
録
更
新
か
と
い
う
違
い
は

あ
る
に
し
て
も
、
高
山
八
右
衛
門
と
同
一
人
物
と
見
る
際
の
根
拠
に
な
ろ
う
。
こ

れ
ら
の
点
か
ら
、
川
那
部
八
右
衛
門
に
関
す
る
記
述
に
は
一
定
の
信
憑
性
が
あ
る

と
見
ら
れ
、
川
那
部
八
右
衛
門
イ
コ
ー
ル
高
山
八
右
衛
門
と
判
断
し
て
差
し
支
え

は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
理
解
を
と
れ
ば
、
川
那
部（
川
那

辺
）名
字
を
称
し
た
八
右
衛
門
の
子
息
で
あ
る
た
め
、
市
郎
左
衛
門
の
名
字
も
「
川

那
辺
」
と
記
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
川
那
辺
市
郎
左
衛

門
イ
コ
ー
ル
高
山
市
郎
左
衛
門
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

　

後
半
の
「
八
右
衛
門
家
老
」
以
下
の
記
述
も
目
を
惹
く
。
川
辺
武
右
衛
門
・
秋

田
藤
太
夫
・
沢
野
六
右
衛
門
・
岡
田
左
京
の
四
名
が
登
場
す
る
。
八
右
衛
門
が
酒

井
家
で
千
石
の
知
行
を
得
て
い
た
事
実
か
ら
推
し
て
、
こ
の
記
述
も
誤
り
と
は
言

い
難
く
、
酒
井
家
家
臣
で
あ
っ
た
時
期
の
八
右
衛
門
に
は
、
何
名
か
の
侍
が
仕
え

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
秋
田
だ
が
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
は
市
郎
左

衛
門
と
師
弟
の
関
係
に
あ
っ
た
。
八
右
衛
門
が
浪
人
し
た
後
、
美
濃
加
納
藩
主
の

松
平
家
に
仕
え
、
市
郎
左
衛
門
の
弟
子
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
述
べ
た
こ
と
を
要
約
し
て
お
こ
う
。（
1
）明
暦
・
万
治
の
頃
の
市
郎
左

衛
門
は
、
西
本
願
寺
が
山
科
寺
内
町
旧
地
に
賦
課
し
た
地
子
米
を
百
姓
た
ち
か
ら

徴
収
し
、
同
寺
へ
そ
れ
ら
を
納
入
し
て
い
た
。（
2
）高
山
八
右
衛
門
と
川
那
部
八

右
衛
門
、
高
山
市
郎
左
衛
門
と
川
那
部（
川
那
辺
）市
郎
左
衛
門
は
同
一
人
物
で
あ

る
。
言
い
換
え
る
と
、
高
山
家
と
川
那
部（
川
那
辺
）家
は
同
じ
家
で
あ
る
。（
3
）

酒
井
家
家
臣
で
あ
っ
た
時
期
の
八
右
衛
門
に
は
、
何
名
か
の
侍
が
仕
え
て
い
た
。
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三　

八
右
衛
門
以
前
の
川
那
部
家

　

こ
こ
で
は
、
八
右
衛
門
の
祖
先
に
つ
い
て
述
べ
た
上
で
、
八
右
衛
門
・
市
郎
左

衛
門
に
つ
い
て
今
少
し
言
及
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

　

高
山
家
と
川
那
部
家
を
同
じ
家
と
理
解
し
た
場
合
、
気
に
な
る
の
が
、
慶
長
三

年（
一
五
九
八
）二
月
三
日
付
で
西
野
村
の
松
井
新
左
衛
門
・
田
中
理
兵
衛
ら
九
名

が
出
し
た
契
約
状
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
地
蔵
堂
屋
敷
則
其
方
之
辻
之
屋
敷
ニ
か

へ
地
ニ
仕
候
、
然
上
者
永
代
在
所
中
よ
り
違
乱
煩
有
間
敷
候
」
と
あ
り
、
宛
所
に

は
川
那
部
八
右
衛
門
が
登
場
す
る（（2
（

。
川
那
部
所
有
の
屋
敷
地
の
辻
に
地
蔵
堂
が

移
っ
た
が
、
そ
の
件
に
つ
き
、
西
野
村
を
始
め
と
す
る
「
在
所
中
」
か
ら
違
乱
等

を
行
う
こ
と
は
な
い
と
誓
約
し
た
文
書
で
あ
る
。
屋
敷
地
が
同
村
内
に
存
在
し
た

点
か
ら
推
し
て
、
宛
所
の
川
那
部
八
右
衛
門
が
西
野
村
の
住
人
で
あ
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
ろ
う
。

　

「
川
那
部
八
右
衛
門
」
の
名
は
、
本
願
寺
門
主
を
務
め
た
教
如
と
そ
の
子
孫
に

仕
え
た
家
臣
た
ち
の
人
名
を
記
す
「
教
如
様
御
代
已
来
御
通
」
の
な
か
に
も
見
え

る
（
（2
（

。
書
出
に
見
え
る
「
教
如
様
御
代
已
来
」
に
留
意
す
れ
ば
、
こ
こ
に
見
え
る

「
川
那
部
八
右
衛
門
」
と
は
近
世
初
期（（2
（

の
人
物
で
あ
っ
て
、
同
じ
近
世
初
期
に
活

動
し
た
高
山（
川
那
部
）八
右
衛
門
か
、
慶
長
三
年
の
契
約
状
に
見
え
る
川
那
部
八

右
衛
門
の
ど
ち
ら
か
と
同
一
人
物
と
予
想
で
き
よ
う
。
時
期
が
重
な
る
点
や
名

字
・
通
称
が
同
じ
点
は
そ
の
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、

両
者
の
い
ず
れ
か
が
、
教
如
も
し
く
は
そ
の
後
継
者
宣
如
に
寺
侍
と
し
て
仕
え
た

こ
と
に
な
ろ
う
。

　

付
言
す
る
と
、
名
字
が
川
那
部
で
あ
る
こ
と
、
通
称
が
こ
の
小
文
で
取
り
あ
げ

る
高
山（
川
那
部
）八
右
衛
門
と
一
致
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
慶
長
三
年
の

契
約
状
に
登
場
す
る
川
那
部
八
右
衛
門
と
は
、
八
右
衛
門
・
市
郎
左
衛
門
父
子
の

同
族
も
し
く
は
祖
先
に
当
た
る
人
物
で
は
な
か
ろ
う
か（（2
（

。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
立

て
ば
、
少
な
く
と
も
十
六
世
紀
末
の
段
階
で
、
八
右
衛
門
の
同
族
も
し
く
は
祖
先

が
西
野
村
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

「
比
留
田
」
の
な
か
に
「
広
芝
書
付　

十
四
通
」
の
表
題
を
有
す
る
帳
簿
が
存

在
す
る
が
、
そ
の
な
か
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
書
が
見
ら
れ
る
。

　

史
料
５（（2
（

　

当（
門
准
　
如主）御

領
山
科
郷
於
西
野
村
之
内
、
任　

御
朱
印
、
従
先
規
惣
郷
中
割
付
渡

置
分
、
百
姓
壱
人
長
三
郎
被
相
定
候
而
、
全
御
寺
納
不
可
有
相
違
者
也
、
仍
執

達
如
件
、

　
　

元
和
弐
年　
　

板
倉
伊
賀
守

　
　
　
　

十
月
六
日　
　
　

勝
重

　
　
　
　

本（
願
准
　
如寺）殿

　
　
　
　
　
　
　
　

雑
掌

　

京
都
所
司
代
板
倉
勝
重
が
准
如
の
雑
掌
へ
出
し
た
判
物
の
写
で
あ
る
。
徳
川
政

権
か
ら
安
堵
さ
れ
た
西
野
村
の
所
領
に
関
す
る
内
容
で
、
具
体
的
に
は
長
三
郎
を

同
寺
領
、
す
な
わ
ち
山
科
寺
内
町
旧
地
の
百
姓
と
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
か
か
る

点
や
、
こ
の
地
が
芝
地
で
あ
り
地
子
米
が
賦
課
さ
れ
て
い
た
点
か
ら
す
れ
ば
、
長

三
郎
は
地
子
米
を
百
姓
た
ち
か
ら
徴
収
し
、
准
如
へ
そ
れ
ら
を
納
入
す
る
立
場
に

就
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

長
三
郎
に
目
を
向
け
た
時
、
想
起
さ
れ
る
の
は
、
史
料
4
に
八
右
衛
門
の
先
代
、
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市
郎
左
衛
門
の
先
々
代
と
し
て
見
え
る
川
那
部
長
三
郎
で
あ
る
。
通
称
が
一
致
す

る
こ
と
や
、
長
三
郎
が
市
郎
左
衛
門
も
関
わ
っ
た
山
科
寺
内
町
旧
地
の
百
姓
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
板
倉
の
判
物
に
登
場
す
る
百
姓
の
長
三
郎
と
川
那
部
長

三
郎
は
同
一
人
物
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
八
右
衛
門
の
先
代
に
し
て
市
郎
左
衛
門
の

先
々
代
に
当
た
る
人
物
は
、
西
野
村
の
な
か
で
は
百
姓
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

の
だ
。

　

長
三
郎
と
思
わ
れ
る
人
物
は
、
さ
き
に
取
り
あ
げ
た
「
教
如
様
御
代
已
来
御

通
」
の
な
か
に
も
登
場
す
る
。
こ
の
な
か
に
見
え
る
「
川
那
部
長
三
郎
」
は
、
と

も
に
見
え
る
「
川
那
部
八
右
衛
門
」
と
同
じ
く
近
世
初
期
の
人
物
で
あ
り
、
時
期

が
重
な
る
こ
と
や
名
字
・
通
称
が
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
三
郎
と
同
一
人
物

と
見
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
史
料
か
ら
は
長
三
郎
が
、
教
如
あ
る
い
は
宣
如
の
い
ず

れ
か
に
仕
え
る
寺
侍
で
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
し
よ
う（（2
（

。

　

と
こ
ろ
で
、「
広
芝
書
付　

十
四
通
」
の
表
題
を
有
す
る
帳
簿
に
は
、
も
う
一

通
興
味
深
い
史
料
が
存
在
す
る
。
既
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
行
論

の
都
合
上
、
全
文
を
掲
げ
よ
う
。

　

史
料
６（（2
（

一 

ａ山
科
郷
ニ
本
願
寺
古
屋
敷
御
座
候
而
、
現
米
廿
石
之
御
朱
印
御
座
候
、
数
年
無

懈
怠
川
那
辺
八
右
衛
門
と
申
者
肝
煎
候
て
致
寺
納
、
右
之
古
屋
敷
ニ
先
祖
之
廟

所
御
座
候
、
其
垣
此
方
せ
仕
来
り
候
、
右
弐
拾
石
之
現
米
者
古
屋
敷
之
地
子
と

し
て
寺
納
仕
候
ニ
、
何
れ
も
存
来
リ
候
、
ｂ然

処
ニ
右
之
古
屋
敷
本
御
門
跡
御
支

配
之
御
屋
敷
ニ
而
候
哉
、
不
存
由
、
八
右
衛
門
申
候
、
又
弐
拾
石
之
田
地
者
無

御
座
と
申
候
、
八
右
衛
門
書
状
懸
御
目
申
候
、
然
上
者
何
れ
を
以　

御
朱
印
所

と
可
申
候
哉
、
御
吟
味
被
成
可
被
下
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本（
願良　
　
如寺御）門

跡
内

　
　
　
　

三
月
朔
日　
　
　
　

下
間
小
（
少
進
仲
此
）

進
法
眼　
印

　
　
　

五
味
備（
前
豊
　
直守）様

Ｃ裏
ニ

　

如
此
書
付
被　

差
上
候
、
様
子
可
相
尋
候
間
、
可
罷
出
也
、

　
　
　
寅

　
　
　
　

三
月
七
日　
　
　

備
（
五
味
豊
直
）

前　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
那
辺
八
右
衛
門

　

史
料
6
の
三
月
朔
日
付
訴
状
の
写
の
差
出
人
は
、
西
本
願
寺
に
仕
え
る
下
間
仲

此
で
あ
り
、
宛
所
は
徳
川
政
権
初
期
の
上
方
支
配
を
担
っ
た
五
味
豊
直
で
あ
る
。

慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）の
発
給
文
書
で
あ
る（（3
（

。
一
方
、
史
料
6
の
三
月
七
日
付
差

紙
の
写
は
、
差
出
人
が
五
味
で
宛
所
は
八
右
衛
門
で
あ
る
。
三
月
朔
日
付
訴
状
の

作
成
年
代
が
慶
安
三
年
と
さ
れ
る
点
や
、
傍
線
部
ｃ
の
記
述
に
留
意
す
る
な
ら
、

三
月
七
日
付
の
差
紙
は
三
月
朔
日
付
訴
状
の
裏
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、
作
成
年
代

は
こ
の
訴
状
と
同
じ
年
と
判
断
で
き
る
。
付
言
す
る
と
、
史
料
6
は
、
正
保
四
年

（
一
四
六
七
）以
前
に
酒
井
家
を
去
っ
て
浪
人
と
な
っ
た
八
右
衛
門
が
、
少
な
く
と

も
慶
安
三
年
ま
で
は
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
傍
証
と
な
ろ
う
。

　

傍
線
部
ａ
を
見
る
。「
本
願
寺
古
屋
敷
」
と
は
山
科
寺
内
町
旧
地
を
指
す
。
こ

の
記
述
か
ら
、
慶
安
二
年
以
前
の
数
年
に
わ
た
っ
て
、
八
右
衛
門
が
寺
内
町
旧
地

に
賦
課
さ
れ
た
地
子
米
を
百
姓
た
ち
か
ら
徴
収
し
、
西
本
願
寺
へ
そ
れ
ら
を
納
入

し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（（3
（

。

　

傍
線
部
ｂ
に
目
を
移
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
八
右
衛
門
が
、
寺
内
町
旧
地
が
西
本
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願
寺
領
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
等
と
言
い
、
西
本
願
寺
に
対
し
反
抗
的
な
態
度

を
取
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

「
沿
革
記
」
は
、
①
慶
安
三
年
に
両
本
願
寺
の
間
で
寺
内
町
旧
地
を
め
ぐ
る
対

立
が
発
生
し
、
西
本
願
寺
は
同
地
を
調
査
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
お
り
八
右
衛

門
は
東
本
願
寺
に
通
じ
て
い
た
。
②
下
間
の
訴
状
を
受
理
し
た
五
味
は
、
八
右
衛

門
を
呼
び
出
し
て
尋
問
す
る
と
と
も
に
、
西
野
村
の
田
畠
や
作
人
を
調
べ
上
げ
、

寺
内
町
旧
地
が
西
本
願
寺
領
で
あ
る
こ
と
を
確
定
し
た
と
伝
え
る
。
史
料
6
の
内

容
を
踏
ま
え
る
と
、「
沿
革
記
」
の
記
述
は
お
お
む
ね
事
実
と
理
解
し
て
よ
か
ろ

う
。

　

史
料
6
か
ら
判
明
す
る
こ
と
の
な
か
で
、
と
く
に
注
目
し
た
い
の
は
、
八
右
衛

門
が
先
代
の
長
三
郎
と
同
じ
く
、
地
子
米
を
百
姓
た
ち
か
ら
徴
収
し
西
本
願
寺
へ

そ
れ
ら
を
納
入
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
慶
安
の
頃
の
八
右
衛
門

が
長
三
郎
と
同
様
、
西
本
願
寺
領
支
配
下
の
寺
内
町
旧
地
の
百
姓
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
た
点
を
示
唆
し
、
彼
も
山
科
近
辺
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
と

考
え
る
。
な
お
、
長
三
郎
・
八
右
衛
門
の
位
置
か
ら
見
て
、
地
子
米
を
徴
収
し
て

西
本
願
寺
へ
納
入
し
て
い
た
市
郎
左
衛
門
も
、
寺
内
町
旧
地
の
百
姓
と
い
う
位
置

に
あ
っ
た
と
想
定
で
き
よ
う
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
た
こ
と
を
要
約
す
る
。（
1
）少
な
く
と
も
十
六
世
紀
末
の
段
階

で
、
八
右
衛
門
の
同
族
も
し
く
は
祖
先
に
当
た
る
川
那
部
八
右
衛
門
が
西
野
村
に

居
住
し
て
い
た
。（
2
）長
三
郎
は
、
准
如
が
支
配
す
る
西
野
村
の
山
科
寺
内
町
旧

地
の
百
姓
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
同
地
に
賦
課
さ
れ
た
地
子
米
を
百
姓
た
ち
か

ら
徴
収
し
て
准
如
へ
そ
れ
ら
を
納
入
し
て
い
た
。（
3
）八
右
衛
門
も
先
代
の
長
三

郎
と
同
様
、
寺
内
町
旧
地
の
百
姓
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
同
地
に
賦
課
さ
れ
た

地
子
米
を
百
姓
た
ち
か
ら
徴
収
し
西
本
願
寺
へ
そ
れ
ら
を
納
入
し
た
。
ま
た
長
三

郎
・
八
右
衛
門
の
事
例
か
ら
見
て
、
市
郎
左
衛
門
も
寺
内
町
旧
地
の
百
姓
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。（
4
）長
三
郎
は
教
如
も
し
く
は
宣
如
に
仕

え
る
寺
侍
で
あ
っ
た
。
ま
た
十
六
世
紀
末
の
川
那
部
八
右
衛
門
ま
た
は
八
右
衛
門

の
い
ず
れ
か
が
、
長
三
郎
と
同
様
、
教
如
か
宣
如
に
仕
え
て
い
た
。

お
わ
り
に

　

最
初
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
八
右
衛
門
と
市
郎
左
衛
門
の

身
分
序
列
上
に
お
け
る
位
置
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

八
右
衛
門　

先
代
の
長
三
郎
や
、
同
族
も
し
く
は
祖
先
に
当
た
る
十
六
世
紀
末
の

川
那
部
八
右
衛
門
が
寺
侍
で
あ
っ
た
事
実
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
酒
井
家
に
仕
え

る
前
の
八
右
衛
門
は
、
広
く
見
れ
ば
、
侍
身
分
に
属
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
長
三
郎
が
寺
内
町
旧
地
の
百
姓
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
点
も
考

慮
す
る
な
ら
、
侍
身
分
と
百
姓
身
分
の
境
目
に
位
置
す
る
郷
士
層
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　
　

つ
ぎ
に
八
右
衛
門
が
酒
井
家
に
仕
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
長
三
郎
も
し
く
は

八
右
衛
門
の
代
に
川
那
部
家
と
教
如
の
系
統
と
の
主
従
関
係
が
絶
た
れ
た
こ
と

を
意
味
し
よ
う
。
ま
た
、
さ
き
に
取
り
あ
げ
た
「
庄
内
酒
井
侯
藩
中
分
限
帳
」

を
見
る
と
、
知
行
高
千
石
以
上
の
武
士
と
知
行
高
が
千
石
よ
り
下
の
武
士
と
で

は
、
後
者
の
ほ
う
が
数
は
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
千
石
の
知
行
を
与
え

ら
れ
て
千
石
取
の
侍
と
な
っ
た
八
右
衛
門
は
、
酒
井
家
家
臣
団
の
な
か
で
も
上

位
層
に
位
置
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

（30）185



　
　

正
保
四
年（
一
六
四
七
）以
前
に
酒
井
家
を
去
っ
た
後
は
浪
人
と
な
る
が
、
さ

き
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
も
西
本
願
寺
領
支
配
下
の
寺
内
町
旧
地
の
百
姓

と
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
時
期
は
郷
士
層
と
見
た
ほ
う
が
よ
い
。

市
郎
左
衛
門　

酒
井
家
を
去
っ
た
後
の
父
八
右
衛
門
と
同
様
の
情
況
に
あ
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
る
と
、
市
郎
左
衛
門
は
郷
士
層
に
属
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
八
右
衛
門
・
市
郎
左
衛
門
の
時
代
の
高
山（
川
那
部
）家

は
、
酒
井
家
に
仕
え
た
時
期
を
除
け
ば
、
郷
士
層
の
家
で
あ
っ
た
点
が
明
ら
か
と

な
る
。

　

と
こ
ろ
で
近
世
の
山
科
に
お
い
て
郷
士
層
と
言
え
ば
、
禁
裏
に
仕
え
帯
刀
を
許

さ
れ
た
山
科
郷
士
、
例
え
ば
比
留
田
・
土
橋
・
林
・
柳
田
・
松
井
・
四
手
井
・
木

下
・
竹
鼻
・
原
田
・
佐
貫
・
富
田
・
粟
津
・
中
川
・
平
井
・
沢
野
井
・
中
井
・
飯

田
・
松
井
・
大
塚
・
羽
田
・
進
藤
・
田
中
・
渡
辺
・
小
谷
等
の
諸
家（（3
（

が
思
い
浮
か

ぶ
が
、
前
掲
史
料
4
の
由
緒
書
が
禁
裏
へ
の
役
負
担
を
記
さ
な
い
点
や
、
八
右
衛

門
が
酒
井
家
に
仕
え
た
事
実
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
十
七
世
紀
の
川
那
部
家
や
高
山

家
が
右
に
挙
げ
た
郷
士
の
家
の
よ
う
に
、
禁
裏
に
仕
え
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

と
な
れ
ば
、
当
該
期
の
川
那
部
家
や
高
山
家
は
、
禁
裏
へ
の
役
を
負
担
す
る
山
科

郷
士
た
ち
と
は
異
な
る
存
在
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

近
世
の
山
科
は
禁
裏
御
料
で
あ
り（（3
（

、
享
保
六
年（
一
七
二
一
）段
階
に
お
い
て
、

禁
裏
に
仕
え
る
山
科
郷
士
は
そ
の
数
一
六
二
名
に
達
し
て
い
た
。
こ
の
数
字
は
、

享
保
六
年
時
点
で
山
科
在
住
の
郷
士
層
の
大
半
を
山
科
郷
士
が
占
め
て
い
た
こ
と

を
示
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
恐
ら
く
こ
う
し
た
情
況
は
、
こ
れ
以
前
の
十
七
世

紀
段
階
に
お
い
て
も
、
そ
う
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
中
世
末
期
の
山
科
七

郷
の
郷
民
が
禁
裏
に
仕
え
る
「
禁
裏
御
家
人
」
へ
の
道
を
選
択
し
た
こ
と（（3
（

を
念
頭

に
置
く
な
ら
、
そ
う
し
た
想
定
が
生
じ
よ
う
。
で
は
、
山
科
郷
士
に
含
ま
れ
な
い

高
山
家
は
、
郷
士
層
の
大
多
数
を
占
め
る
山
科
郷
士
た
ち
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

前
掲
史
料
4
の
後
半
の
記
述
に
注
目
す
る
。
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
市
郎
左
衛
門
の

後
妻
は
山
科
郷
士
の
頂
点
に
位
置
す
る
比
留
田
家
の
娘
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
後
妻

か
ら
生
ま
れ
た
四
男
種
秀
は
、
後
に
比
留
田
家
へ
養
子
に
入
っ
て
同
家
を
継
ぎ

「
三
郎
兵
衛
」
と
名
乗
っ
て
い
る（（3
（

。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
高
山
家
と
比
留
田
家
が

縁
戚
ど
う
し
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
事
実
は
二
つ
の
捉
え
方
を
生

じ
さ
せ
る
。
一
つ
は
、
高
山
家
が
山
科
郷
士
の
な
か
で
も
別
格
の
存
在
と
積
極
的

に
結
び
つ
く
こ
と
で
、
家
の
安
定
を
は
か
っ
た
と
す
る
捉
え
方
で
あ
る
。
今
一
つ

は
、
比
留
田
家
が
山
科
派
の
弓
術
を
伝
え
る
高
山
家
と
積
極
的
に
結
び
つ
い
て
自

ら
の
家
の
格
に
箔
を
つ
け
、
山
科
郷
士
の
な
か
で
の
特
別
な
地
位
を
盤
石
に
し
よ

う
と
し
た（（3
（

と
す
る
捉
え
方
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
理
解
が
正
し
い
の
か
、
あ
る
い
は
、

双
方
と
も
成
り
立
つ
理
解
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

註（
1
）	

石
岡
久
次
「
弓
道
流
派
の
沿
革
と
特
徴
」（『
現
代
弓
道
講
座　

総
論
編
』
雄
山
閣

出
版　

一
九
八
二
年
）。

（
2
）	

「
本
朝
武
芸
小
伝
」（
大
日
本
武
徳
会
本
部　

一
九
二
〇
年
）。
こ
の
小
文
の
執
筆

に
際
し
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
参
照
し
た
。

（
3
）	
八
右
衛
門
と
市
郎
左
衛
門
の
弓
術
家
と
し
て
の
事
蹟
を
述
べ
る
に
当
た
っ
て
は
、

断
ら
な
い
限
り
、
入
江
康
平
『
堂
射
』（
第
一
書
房　

二
〇
一
一
年
）に
依
拠
し
て
い

る
。

（
4
）	

村
田
路
人
「
近
世
の
山
科
」（
後
藤
靖
・
田
端
泰
子
編
『
洛
東
探
訪
』
淡
交
社　

十七世紀山科の住人高山八右衛門と高山市郎左衛門について
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一
九
九
二
年
）。

（
5
）	

佐
貫
伍
一
郎
『
山
科
郷
竹
ヶ
鼻
村
史
』（
私
家
版　

一
九
八
六
年
）。

（
6
）	
「
年
代
矢
数
帳
」（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
）。

（
7
）	
寛
永
六
年
・
同
七
年
段
階
の
八
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、「
酒
井
宮
内
少
殿
内
」
の

よ
う
な
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。

（
8
）	

以
上
の
叙
述
は
、「
矢
数
帳
」
の
記
載
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

（
9
）	

「
比
留
田
」。
史
料
1
の
酒
井
忠
勝
の
印
章
は
、「
鷄
肋
編
」（
致
道
博
物
館
蔵
）に

見
え
る
彼
の
印
章
と
一
致
す
る
。

（
10
）	

「
庄
内
酒
井
侯
藩
中
分
限
帳
」（
酒
田
市
立
図
書
館
蔵
）。

（
11
）	

「
比
留
田
」。
な
お
、
こ
の
文
書
の
全
文
は
、
本
学
文
学
部
歴
史
学
科
編
『
京
都
橘

大
学
史
料
研
究
報
告
集　

京
都
橘
大
学
収
蔵
文
書
五
〇
選
』
に
お
い
て
翻
刻
し
た
。

（
12
）	

北
島
正
元
「
酒
井
家
次
」（『
日
本
近
世
人
名
辞
典
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
五

年
）、
斎
藤
正
一
「
庄
内
藩
」（『
藩
史
大
事
典　

北
海
道
・
東
北
編
』
雄
山
閣　

一

九
八
八
年
）。

（
13
）	

「
比
留
田
」。
文
中
の
①
～
⑤
は
筆
者
が
付
し
た
番
号
で
あ
る
。

（
14
）	

太
田
光
俊
「
本
願
寺
御
家
中
衆
次
第
に
つ
い
て（
二
）」（『
本
願
寺
史
料
研
究
所

報
』
三
五　

二
〇
〇
八
年
）。
な
お
、
史
料
3
の
横
田
の
花
押
は
み
な
同
じ
型
で
あ

る
。
上
田
の
花
押
も
み
な
同
じ
型
で
あ
る
。

（
15
）	

「
比
留
田
」。

（
16
）	

「
比
留
田
」。

（
17
）	

『
史
料
館
叢
書　

寛
文
朱
印
留
下
』（
国
立
史
料
館
編
）史
料
番
号
二
四
三
。

（
18
）	

岡
田
保
良
・
浜
崎
一
志
「
山
科
寺
内
町
の
遺
跡
調
査
と
そ
の
復
原
」（『
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
八
集　

一
九
八
五
年
）。

（
19
）	

「
山
科
別
院
濫
觴
並
ニ
歴
世
沿
革
記
」（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵

写
本
）。「
沿
革
記
」
は
近
代
に
作
成
さ
れ
た
史
料
だ
が
、
地
子
米
を
二
〇
石
と
す
る

点
が
史
料
6
の
記
載
と
一
致
す
る
こ
と
、
十
八
世
紀
以
降
に
作
成
さ
れ
た
絵
図
が
寺

内
町
旧
地
の
東
半
分
を
芝
地
と
し
て
描
く
こ
と（
註
18
前
掲
岡
田
・
浜
崎
論
文
）を
踏

ま
え
る
と
、
か
か
る
記
載
は
信
頼
し
て
良
い
と
考
え
る
。

（
20
）	

史
料
3
に
見
え
る
地
子
米
は
十
八
石
一
斗
で
あ
り
、「
沿
革
記
」
や
史
料
6
に
見

え
る
二
〇
石
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
追
究
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
検

討
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

（
21
）	

「
比
留
田
」。
な
お
、
五
行
目
の
〓
だ
が
、
左
側
が
扌
、
右
側
の
上
部
が
巛
、
右
側

の
下
部
が
貝
と
な
る
。「
拶
」
の
意
味
に
相
当
す
る
字
で
あ
ろ
う
か
。

	

　

付
言
す
る
と
、
長
三
郎
が
寺
侍
で
あ
っ
た
事
実
を
記
さ
な
い
点
か
ら
、
史
料
4
の

長
三
郎
に
関
す
る
記
載
が
事
実
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
要
す
る
と
考
え
る
。

な
お
、
伊
賀
守（
秀
家
）・
勘
解
由（
秀
直
）に
関
す
る
記
載
が
事
実
か
否
か
に
つ
い
て

は
見
解
を
保
留
し
て
お
き
た
い
。

（
22
）	

歴
代
の
当
主
の
う
ち
、
前
田
綱
紀
か
ら
同
慶
寧
ま
で
の
当
主
た
ち
は
「
加
賀
守
」

を
官
途
名
と
し
、
松
平
名
字
を
名
乗
っ
た（
田
中
喜
男
ほ
か
「
金
沢
藩
」『
藩
史
大
事

典　

中
部
編
Ⅰ
』
雄
山
閣　

一
九
八
九
年
）。

（
23
）	

「
比
留
田
」。
こ
の
文
書
の
全
文
は
、『
史
料
京
都
の
歴
史　

山
科
区
』（
平
凡
社
）

に
お
い
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
24
）	

「
教
如
様
御
代
已
来
御
通
」
は
「
野
崎
家
記
録
」
に
含
ま
れ
る
史
料
で
あ
る
。
引

用
に
際
し
て
は
、
太
田
光
俊
「
教
如
と
そ
の
家
臣
団
」（
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究

所
編
『
教
如
と
東
西
本
願
寺
』
法
蔵
館　

二
〇
一
三
年
）を
参
照
し
た
。

（
25
）	

本
稿
で
使
用
す
る
近
世
初
期
と
は
、
十
六
世
紀
後
半
・
十
七
世
紀
前
半
を
指
す
。

（
26
）	

八
右
衛
門
の
活
動
時
期
を
踏
ま
え
る
と
、
十
六
世
紀
末
の
史
料
に
登
場
す
る
川
那

部
八
右
衛
門
と
八
右
衛
門
を
同
一
人
物
と
見
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
27
）	

「
比
留
田
」。

（
28
）	

徳
川
政
権
期
に
入
る
と
、
本
願
寺
は
教
如
の
系
統
と
そ
の
弟
准
如
の
系
統
に
分
裂

す
る
が
、
分
裂
し
て
も
し
ば
ら
く
の
間
、
両
系
統
の
い
ず
れ
に
所
属
す
る
か
決
し
き

れ
な
い
者
た
ち
が
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（
松
金
直
美
「
東
西
分
派
後
の
東
本
願

寺
教
団
」（
註
24
前
掲
『
教
如
と
東
西
本
願
寺
』
所
収
論
文
））。

	

　

こ
う
し
た
情
況
の
な
か
、
長
三
郎
や
「
教
如
様
御
代
已
来
御
通
」
に
見
え
る
川
那

部
八
右
衛
門
が
ど
う
行
動
し
た
の
か
、
具
体
的
に
言
え
ば
、
教
如
の
系
統
に
仕
え
な

が
ら
も
、
一
方
で
は
准
如
の
系
統
の
所
領
の
百
姓
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の

か
、
そ
れ
と
も
教
如
の
系
統
と
の
主
従
関
係
を
断
つ
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ

ろ
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
29
）	

「
比
留
田
」。
註
23
前
掲
『
史
料
京
都
の
歴
史　

山
科
区
』
に
お
い
て
翻
刻
さ
れ
て

い
る
。
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（
30
）	

註
23
前
掲
『
史
料
京
都
の
歴
史　

山
科
区
』
一
九
九
頁
。

（
31
）	

註
19
は
、
こ
う
し
た
八
右
衛
門
の
立
場
を
「
納
所
」
と
記
し
、
彼
の
「
父
八
右
衛

門
以
来
」、
川
那
部
家
が
「
納
所
」
を
務
め
た
と
す
る
。
こ
の
記
述
が
正
し
け
れ
ば
、

慶
長
三
年
の
契
約
状
に
登
場
す
る
川
那
部
八
右
衛
門
は
八
右
衛
門
の
父
と
想
定
で
き

る
が
、
註
19
が
近
代
の
作
成
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
事
実
か
ど
う
か
は
断
定

で
き
な
い
。

（
32
）	

山
科
郷
士
に
つ
い
て
は
、
註
4
前
掲
村
田
執
筆
分
、
註
5
前
掲
佐
貫
著
書
の
ほ
か
、

原
田
正
俊
「
戦
国
期
の
山
科
郷
民
と
山
科
本
願
寺
・
朝
廷
」（
津
田
秀
夫
先
生
古
稀

記
念
会
編
『
封
建
社
会
と
近
代
』
同
朋
舎
出
版　

一
九
八
九
年
）、
岩
上
直
子
「
近

世
禁
裏
御
料
と
山
科
郷
士
」（『
紀
要
』〈
京
都
市
歴
史
資
料
館
〉
一
六　

一
九
九
九

年
）を
参
照
の
こ
と
。

（
33
）	

禁
裏
御
料
で
あ
っ
た
事
実
に
つ
い
て
は
、
註
4
前
掲
村
田
執
筆
分
、
註
5
前
掲
佐

貫
著
書
を
参
照
の
こ
と
。

（
34
）	

註
32
前
掲
原
田
論
文
。

（
35
）	

史
料
4
の
後
半
で
は
四
男
種
秀
の
右
脇
に
「
三
郎
兵
衛
事
」
と
記
す
が
、
こ
れ
は

正
徳
・
享
保（
一
七
一
一
―
三
六
）の
頃
の
比
留
田
家
当
主
種
秀
の
実
名
や
名
乗
り

（
三
郎
兵
衛
）と
記
述
が
一
致
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
に
判
断
し
た
。

（
36
）	

比
留
田
家
が
高
山
家
と
積
極
的
に
結
び
つ
こ
う
と
し
た
と
い
う
理
解
を
と
る
な
ら
、

そ
の
背
景
と
し
て
、
十
七
世
紀
の
山
科
で
山
科
郷
士
と
平
百
姓
の
差
が
無
く
な
り
つ

つ
あ
っ
た
こ
と
を（
註
32
前
掲
岩
上
論
文
）、
想
定
す
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

十七世紀山科の住人高山八右衛門と高山市郎左衛門について
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